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校長 中島 伸一朗

朝，正門前に立っています。目的は「あいさつ」と「安全確保」です。727人の児童がいることも

あって顔と名前の一致はまだまだなのですが，進んであいさつをしてくれる子，あいさつを返して

くれる子，日によってあいさつの返答がまちまちな子，全くあいさつを返してくれない子など，そこ

そこ把握できました。積極的なあいさつをしてくれる子が歩いてくるのは楽しみです。明るい気持

ちになります。逆にあいさつが全く返ってこない子が歩いて来ると「今日もあいさつは返ってこな

いかな・・」と少し憂鬱な気分になります。校長（教職員）とは言っても人間ですから，内心では個

々の子どもの反応に一喜一憂しているのです。そうは言ってもあいさつが返ってこなくても，こち

らから目を合わせに行ってあいさつすることに変わりはありませんが。

【あいさつをしなくなる時期はある】

成長の過程で，身の回りのいろいろなことに対して否定的になる時期はあります。低学年の時

期に守れていたルールやマナーを「めんどくさい」「カッコ悪い」などと一時的に放棄するので

す。子供の頃を思い返せば，大人の皆さんもそれぞれに心当たりがあるかもしれません。私は６

年生から中学２年生の頃，対人関係に無頓着でした。その後，中学３年生くらいからは普通にあ

いさつをするようになったと思います。ただ，それは，部活の上下関係で日々のあいさつが必須

だったことや，両親が礼儀に厳しい人だったこともあって，細々とあいさつをする習慣が継続して

いたからだと思っています。

【型から入っていてもいい】

あいさつは「対人関係を良好に保つための言動」ということでおおよそ間違いではないでしょ

う。少なくとも，あいさつはされないよりはされた方が気分がいい。そうであるならば，まずは「あい

さつをされたら返す」という条件反射的な習慣であっても身に付けておいた方がよいと思うので

す。つまり「型から入る」のも悪くないのではないでしょうか。

【大人が見せる】

各家庭において，朝のあいさつは行われていると思います。それが一番大事です。「親が言う

ようには育たないが、（良くも悪くも）やるようには育つ」のです。それは私たち教職員も同様で

す。大人がやるようにしか子どもはやりませんので，気を付けたいと思います。

車での送迎について
改めて６月18日（木）に安心メールで送信しましたが，車での送迎についての依頼内容に御

協力ください。また時折，「路肩駐車」→「センターライン側からの児童降車」が見られてヒヤリとし

ます。道交法違反では無いようですが，安全面から推奨されてはいません。お子さんはもちろ

ん，後続車両との事故にもつながりかねないので，控えていただきたいです。
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６月６日(土)に，ＰＴＡ生活環境部の呼びかけで，第１回クリーン

大作戦（環境整備事業）が行われました。ＰＴＣＡ活動のモットーで

ある「できる人ができるときにできることを」の合言葉のもと，たくさん

の保護者や子供たちが参加しました。この取組は，環境整備もそう

ですが，会員相互の親睦を図ることを目的としています。おかげさ

まで学校が見ちがえるようにきれいになりました。参加した皆様の

お気持ちを大切に，日々の環境整備に努めてまいります。

【７･８月の主な行事予定】
【７月】
７日（火) 学級ＰＴＡ(全学年)
８日（水) あいらっ子見守り隊定例会
１０日(金) あいあい号来校
１５日(水) 学校運営協議会
1７日（金) １学期終業式

【８月】
13日（木)～15日(土) 学校閉庁日
21日(金) 出校日

※ 昨年度までは8月1日も出校日でした
が，今年度から8月21日のみです。

宿泊学習

5年生は，1泊２日(５/２７～５/２８)の集団

宿泊学習に参加しました。場所は，県立青少

年研修センタ

ーです。普段

できない学習を

通して，自分に

自信をつけた

り，友達のよさ

に気付いたりし

たことと思いま

剣の平に誓う重富宣言
児童総会

6月５日(金)に３年生以上による児童総会が
行われました。そこでは，各委員会の活動紹介
や各学級の目標を誓う重富宣言が行われまし
た 。各学級の
目標は，それぞ
れでしたが，ど
の学級も一人
一人が安心し
て過ごせる学
級を目指してい
ることが分かり
ました。

悪天候時の車での送りにつ
いて（お願い）

児童の安全確保と近隣
住民への配慮のため，車
の通行経路や停車場所に
ついて，ご理解・ご協力くだ
さい。
（詳しくは２次元コードで）

学校生活における合理的配
慮について

特別な支援が必要な児童生徒に対しては，
一人一人の教育的ニーズに応じた「合理的配
慮」を提供することが法律で定められていま
す。
合理的な配慮とは，特別なことではなく，

「すべての子どもが安心して学校生活を送れ
るようにするための工夫」です。例えば，視力
の弱い子が前方の席に座ったり眼鏡を使用し
たりするように，それぞれの特性に応じて，学
習や生活の「困りごと」を軽減する工夫です。
合理的配慮は，学校側が一方的に決める

ものでも，保護者の方の要望全てを受け入れ
るものではありません。子どもを中心に据え
て，学校と保護者が連携を図りながら，子ども
にとって最も適切な支援や工夫について考え
ていくものです。
お子様の学校生活や

学習面について，ご心配
なことやご要望がござい
ましたら，どうぞ遠慮無く
学校までご相談ください。


